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ノシ袋
祝儀袋が「ノシ袋」といわれるのは、右肩に
「ノシアワビ」がついているからです。
伊勢神宮の御師〈おんし〉は「ノシアワビ」をお守
り札と一緒に配りました。その習俗が今も「ノ
シ袋」として生きつづけているのです。
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2神宮と海女

 

▼

 

▼

 

▼

　アワビは古代から不老長生の妙薬と考えら

れ、神さまが好んでお食べになったとされて

います。それで、いまでも神さまへの奉げも

のとして大切にされています。

　古代以降、伊勢神宮の大切な神饌であるア

ワビとノシアワビは鳥羽市国崎から献上され

つづけ、いまも国崎の人々の奉仕で古式にし

たがって調製されています。

　ノシアワビを作るために使われる生アワビ

は年間約4000～4500個。国崎の人々と海女は、

伊勢神宮へ差し上げるノシアワビを絶やさぬ

よう特別な規約をつくって、アワビ資源を守

りつづけてきました。

●1 

●2 
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ノシアワビのこと
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